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キ ン 調査 計 析結果 

．中学生 高校生 

．実施概要 

調査対象者： 中学校 高校 生  2,775人 定時制 高校生  

調査期間： 27 7 13日～ 27 7 17日 

配 回収：学校配 回収 

回収結果： 

 

 

 

 

 

．調査結果 

回答者自身 い  

問 性別 ＳＡ                       問 学年 ＳＡ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

調査名 配布数 有効回収数 有効回収率 

洲本市 地域創生 関  

中学生・高校生 ンケート調査 
2,775 2,647 95.4％ 

男

50.7%

女

48.8%

無回答

0.5%

性 別

ｎ＝2647

中学 年生

13.0%

中学 年生

14.4%

中学 年生

17.2%

高校 年生

17.7%

高校 年生

18.2%

高校 年生

19.0%

無回答

0.5%

学 年

ｎ＝2647

Ａ ： 数回答 

ＭＡ ：複数回答 
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将来 い  

問 今後 進学 就職先 ＳＡ  

○ 洲本市 出 進学・就職 い 50.4％ 過半数 い  

●中学生 年生 年生 女性 洲本市 出 進学・就職 い そ 以外 わ

い 最 多 い  

●高校生 男女 学年 洲本市 出 進学・就職 い 最 多 過半数

い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 市内 進学 就職し い理由 市内 住 進学 就職し い方限定  ＭＡ  

〇 暮 や い 38.2 最 多 次い 通学・通勤 可能 学校・職場 あ

35.6％ 家族や友人 離 い 27.6％ い  

●中学生 年生 女性 家族や友人 離 い 年生 男性 通学・通

勤 可能 学校・職場 あ 最 多 過半数 い  

●高校生 2 年生 女性 暮 や い 最 多 過半数 い  

 

 

  

市内 住

進

学 就職

い

21.6%

洲本市 出

進学 就

職 い

50.4%

わ い

27.2%

無回答

0.8%

後 進学 就職

ｎ＝2647

35.6

4.4

8.7

38.2

27.6

11.3

1.9

12.6

2.4

0 10 20 30 40 50

通学 通勤 能 学校 職場 あ

家業 継

家庭 情

暮 や い

家族や 人 い

都会 生活 魅力 感 い

そ

特 理 い

無回答

％

市内 進学 就職 い理由

ｎ＝573

○： 純 計 ン  

●： 計 ン  
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問 将来 こ 出 い 洲本市を出 進学 就職し い方限定  ＳＡ  

〇 神戸市 41.6％ 最 多

次い そ 他 兵庫県外

39.9％ い  

〇 そ 他 兵庫県外 大

阪府 166 人 最 多 次

東京都 70 人 大都市 出

い 考え い 中高生 多

い  

●中学生 年生 女性

そ 他 兵庫県外 そ 以

外 神戸市 最 多 い  

●高校生 年生 男性 神戸市 そ 以外 そ 他 兵庫県外 最 多

い  

 

問 市外 出 進学 就職し い理由 

洲本市を出 進学 就職し い方限定  ＳＡ  

〇 洲本市 い 就職先 少 い

27.1％ 最 多 次い 自

立 い 19.5％ い

 

●中学生 年生 女性 自立

い 2年生 男性 そ 他

年生 女性 都会 生活 あこ

い そ 以外 洲

本市 い 就職先 少 い

最 多 い  

●高校生 年生 女性 そ 他

そ 以外 洲本市 い 就職

先 少 い 最 多 い  

 

  

1.7

2.6

41.6

1.6

8.1

39.9

4.6

0 10 20 30 40 50

あわ

淡路

戸

明石

そ 兵庫 内

そ 兵庫 外

無回答

％

将来 出 い

ｎ＝1335

洲本市 い

、就職 少

い

27.1%

家族や故郷

やわ

わ

い

1.8%

都会 生活

あ い

15.4%

洲本市 い

、結婚

い 思う

0.4%

自立 い

19.5%

そ

18.9%

特 理由 い

13.2%

無回答

3.7%

市外 出 進学 就職 い理由

ｎ＝1335
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問 進学 就職後 洲本市 戻 い  

洲本市を出 進学 就職し い方限定  ＳＡ  

〇 卒業後 戻 戻 い 8.8％ 洲本市以外 数年間働 働 場 あ

戻 戻 い 14.1％ い 洲本市以外 働 一定 時期 例え 60 歳

戻 戻 い 18.9％ 合わ 41.8％ 戻 い い  

○ 戻 い 働

場 限 い

思う 戻

い 戻 い予定

11.4％ 戻

い 生活 場

不便

戻 い 戻

い予定 6.2％

戻 気

い 12.7％

合わ 30.3％

戻 い

い  

●高校生 年生 男性 戻 い 戻 い わ 多 い そ 以外

戻 い 戻 い 多 い  

 

問 将来的 洲本市 住 い  ＳＡ  

〇 こ 洲本市 住 続

い 13.9％ 将来 進学・就職

洲本市 離 思う い

戻 住 い 38.2％ 合わ

52.1％ 定住意向 あ  

●中学生 定住意向 過半数 占 高

校生 定住意向 4 割以上 い

わ い 回答 方

中学生 高校生 3 割程度い  

 

  

洲本市 住

続 い

13.9%

将来、進学 就

職 洲本市

思う

、い

戻 住 い

38.2%

将来、進学 就

職 洲本市

思う

、そ 戻

い

11.8%

洲本

市 住 続

思

う 、

洲本市

い

3.0%

わ い

30.8%

無回答

2.2%

将来的 洲本市 住 い

ｎ＝2647

8.8

14.1

18.9

11.4

6.2

12.7

2.8

23.4

1.6

0 5 10 15 20 25

卒業後 戻 戻 い

洲本 外 数 間働 働 場 あ ば

戻 戻 い

い 洲本 外 働 一定 時期

例えば60 戻 戻 い

戻 い 働 場 限 い 思う

戻 い 戻 い予定

戻 い 生活 場

便 戻 い 戻 い予定

戻 気 い

そ

わ い

無回答

％

進学 就職後、洲本市 戻 い

ｎ＝1335

戻

い 

戻

い 
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問 洲本市 住 続け い 戻 い理由 

洲本市 住 続け い 戻 い方限定  ＭＡ  

〇 生 育 親 や愛着 あ 56.2％ 過半数 い  

●中学生 高校生

生 育

親 や愛着

あ 最

多 高

校生 過半数

い  

 

 

 

 

問 洲本市 戻 く い 離 い理由 

洲本市 戻 く い 離 い方限定  ＭＡ  

〇 交通や買い物 い い 面 便利 こ 住 い 35.6％ 洲本

市 い い い 職業 中 自分 進 道 選び い 34.6％

こ 2 理由 突出 い  

●中学生 ～ 年生 男性 交通や買い物 い い 面 便利 こ 住

い そ 以外 洲本市 い い い 職業 中 自分 進 道 選び

い 最 多 い  

●高校生 年生 男性

年生 女子 洲本市

い い い 職業

中 自分 進 道

選び い そ 以外

交通や買い物

い い 面 便

利 こ 住 い

最 多 い

 

 

  

15.8

10.2

34.6

35.6

9.4

5.1

15.8

9.9

7.4

5.9

0 10 20 30 40

何 都会 雰囲気や あこ い

人 多い都会 都 方 い い 人

接 機会 多い

洲本 い い い 職業 中 自分

進 選び い

交通や買い物 い い 面 便利

こ い

多 情報 ふ 刺激 多い生活

い

洲本 い や近所 あい 多

わ わ い

広い世界 出 活躍 い

知 い こ 自 生 い

そ

無回答

％

洲本市 戻 い い理由

ｎ＝393

4.5

10.1

24.2

56.2

29.4

2.5

6.4

4.3

2.1

6.4

0 10 20 30 40 50 60

家業 継 必要 あ

親や家族 世話 必要 あ

家族や 人 い

生 育 親 や愛着 あ

自然や生活環境 並 好

史や文化 豊 ほこ

人情 厚 思いや 持 人 多い

洲本 良 役立 い

そ

無回答

％

洲本市 住 続 い 戻 い理由

ｎ＝1380
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問 将来 う 職業 い  ＭＡ  

〇 わ い 決

い い 22.9％ 最

多 い  

●中学 ～ 年生 女性

幼稚園・保育所 先生

高校 年生 女性 そ

他 そ 以外 わ

い 決 い

い 最 多 い

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

洲本市 い  

問 洲本市 住 やすさ ＳＡ  

〇 住 や い 37.1％ いう 住 や い 20.8％ 合わ 57.9％ 住

や い 感 い  

●中学生 高校生 住 や い 感 い 高校 年生 男性 いえ

住 い 住 い 合わ 住 い 割以上 他 比 多

い  

 

 

 

 

 

 

  

1.2

7.4

8.8

2.8

7.5

7.7

1.8

4.6

3.9

3.9

4.0

1.2

5.6

8.5

1.1

3.1

2.8

2.3

5.4

2.7

4.0

2.4

0.6

0.6

11.6

22.9

2.0

0 5 10 15 20 25

政治家 弁護士 裁 官

者 歯科 薬剤師

護師 介護福祉士

警察官 消防士

幼稚園 保育所 生

学校 生

大学教授 科学者

コン ュ タ関 ソ 開

建築士 設計士

調理師 栄養士

理容師 美容師

会社 社長

会社員

公務員

自営業者 家業

ン屋 ケ 屋 花屋

自動車整備士 運転士

店員 販売員

選手

歌手 タ ン

家 写真家

作家 ン 家 映 督

作詞家 作曲家

新聞記者 ウン

そ

わ い 決 い い

無回答

％

将来就 い職業

ｎ＝2647

住 や い

37.1%

いえ 住

や い

20.8%

普通

29.9%

いえ 住

い

6.2%

住 い

4.8% 無回答

1.2%

洲本市 住 や

ｎ＝2647
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問 洲本市 好  ＳＡ  

〇 大好 28.4％ いえ 好 38.5％ 合わ 66.9％ 好

い  

●中学生 高校生 好 いえ 嫌い 大嫌い 合わ 嫌い

多 い 高校 年生 男性 嫌い 他 比 多 い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 洲本市 魅力 ＭＡ  

〇 自然環境 65.4％ 最 多 次い 人柄 人情 地域 強い コミュニテ

26.5％ い  

●中学生 高校生 自然環境 最 多 い  

●中学生 歴史・文化環境 高校生 比 多 い  

 

 

  

大好

28.4%

いえ 好

38.5%

好 嫌

い い

28.1%

いえ 嫌い

2.1%

大嫌い

1.7% 無回答

1.2%

洲本市 好

ｎ＝2647

65.4

3.9

3.2

12.5

3.6

11.0

26.5

2.3

16.5

1.5

0 20 40 60 80

自然環境

路 交通機関

教育 子育

史 文化環境

療 福祉

わい

人柄 人情 地域 強い

コ ュ

そ

特 い

無回答

％

洲本市 魅力

ｎ＝2647
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問 望 しい洲本市 将来像 ＭＡ  

〇 自然 囲 景観 美 い 52.7％ 最 多 次い 働 場所 多

商店 そ わい あ 50.2％ い  

●中学 年生～高校 年生 女性 働 場所 多 商店 そ わい あ

多 い  

● 学年 子 高齢者 い 安心 暮 や 健康

回答 方 割合 男性 女性 方 多 い  

 

 

 

  52.7

50.2

31.6

44.1

14.1

45.2

30.3

3.6

2.7

0 20 40 60

自然 囲 景観 美 い

働 場所 多 商店

そ わい あ

洲本 名 全国 多

人 訪 交流 観

子 高齢者 い 心

暮 や 健康

い い 学びや文化的 環境 整

史 文化

災害や犯罪 い 全 心

路や公園 社会基

公共施設 整

そ

無回答

％

望 い洲本市 将来像

ｎ＝2647
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問 人口減少 歯止 を け 洲本市 進 こ 対す 自由意見 

〇分野別 主 意見 複数意見 次 通  

用  

働 場所 作  

事 種類 増や  

農業  

農業 人 増や  

商店街  

商店街 や 毎 イ ント 開催  

若い人向 店 増や  

夜店  

タ 店  

Ｐ  

洲本 例：名産品 売 出  

洲本市 い Ｐ  

優 い田舎 味 全国 伝え  

Ｎ 駆使 Ｐ  

ネ 載 う い  

海 イ 強い そ Ｐ  

関東 いう 東京 流 Ｖ 番組 ニュ 作 ほ い 

合宿 増や 何 競技 名  

観 名所  

観 ト 増や  

ニ観 名所 例：花 タ  

行う 

ア 増や 例：素晴 い 史 わ や 紹 伝統的 作 い 工

場 回 い い食材 使 料理  

冬 い イ ネ ョン 灯  

自然環境  

自然 大  

タ やタ ネ 田舎 生  

娯楽施設  

家族 楽 施設やア ュ ント 娯楽 施設  

例：遊園地 水族館 映 館  
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ョ ン  

公園整備  

大勢 人 遊 広い公園や施設 作  

空 家  

空 家 改装 安 う 

交通  

バ 料金 引  

高 道路 通行料金 安  

駐車場 増や  

出会い機会  

婚活 積極的 行う 

子育 支援  

子育 サ 多 女性 産後復帰 場 確保  

子 い 不利 い う 環境  

子 遊び場  

自然 生 遊び 取 入  

安全 安心 健康  

街灯 明 ほ い 

安全 健康  

医療サ 充実  

寄  

社会福祉 充実  

障害 あ 人や老人 優  

市民顕彰  

市民 い 表彰 ほ い 

洲本 愛着 持 う 

人 コ ュニ ョン 大事  

そ  

洲本市 何 一 強 武器 作 そ 生 ほ い 

旅行 来 人 いい 思え  

人口減少 い い島 方法 参考 い  
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．一般市民 

．実施概要 

調査対象者： 在 ～ 男女 各 , 人 準日： 日  

調査期間： 27 日～ 27 日 

配 回収： 郵  

回収結果： 

 

．調査結果 

回答者自身 い  

性別 ＳＡ                         年齢 ＳＡ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職業 ＳＡ                         居住地区 ＳＡ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

調査名 配 数 効回収数 効回収率 

洲本市 地域創生 関 ンケート調査 2,000 677 33.9％ 

男性

39.9%

女性

55.7%

無回答

4.4%

性 別

ｎ＝677

20 未満

9.5%

20～29

15.2%

30～39

19.8%

40～49

14.3%

50～59

12.4%

60～69

15.5%

70 以上

8.7%

無回答

4.6%

年 齢

ｎ＝677

会社員

公務員

32.1%

自営業

8.4%

ア イ

14.3%

専業主婦

夫

10.5%

学生

10.6%

無職

14.6%

そ

5.0%

無回答

4.4%

職 業

ｎ＝677

5.5

3.4

5.0

6.9

8.4

0.7

5.0

7.4

17.0

5.2

0.1

2.8

3.4

3.0

1.3

4.3

8.9

2.2

2.7

1.2

5.6

0 5 10 15 20

内

外

潮

物部

物部

路谷

千草

加茂

大野

良

灘

中川原

乎

納

鮎屋

都志

鮎原

広石

鳥飼

堺

無回答
％

居住地

ｎ＝677

Ａ ： 数回答 

ＭＡ ：複数回答 
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洲本市 い  

問 居住歴 ＳＡ  

○ 生 洲本市 住

い 35.5％ 最 多 い  

●性別 “女性” 年齢別 “30～39 歳”

“40～49 歳” “60～69 歳” 洲本市以

外 出身 現在 洲本市 住 い

最 多 い  

 

 

 

 

問 転入し 理由 一度市外 転出し 方 洲本市以外 出身 方限定  ＭＡ  

○ 進学・転勤・就業

41.1％ 最 多 次い

結婚 32.4％

い  

●性別 “男性” 年齢別 20

～49 歳 進学・転勤・

就業 性別 “女性”

年齢別 50 歳以上

結婚 最 多

い  

 

 

問 洲本市 住 やすさ ＳＡ  

○ 住 や い いえ 住 や い

合わ 61.0％ いえ 住

い 住 い 合わ 11.4％

肯定的評価 高 い  

●性別 年齢別 住 や い

いえ 住 や い 合わ 肯定的評価

過半数 い  

 

  

生

、 洲

本市 住

い

35.5%

洲本市出身

、い

市外 転出

、現在

洲本市 住

い

25.6%

洲本市以外

出身 、現

在 洲本市

住 い

33.7%

無回答

5.3%

居住

ｎ＝677

41.1

32.4

1.2

2.2

3.0

0.0

5.0

10.5

3.2

12.0

4.0

0 10 20 30 40 50

進学 転勤 就業

結婚

妊娠 出産

子 学校

親 介護

魅力 あ

生活環境 い

ふ

舎暮 楽 い

そ

無回答

％

転入理由

ｎ＝401

住 や い

29.7%

いえ 住

や い

31.3%

いえ い

22.0%

いえ 住

い

8.0%

住 い

3.4%

無回答

5.6%

洲本市 住 や

ｎ＝677

○： 純 計 ン  

●： 計 ン  
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問 洲本市 居住意向 ＳＡ  

○ こ 洲本市 住 続 い 52.6％

過半数 い  

●年齢別 “20 歳未満” わ い

最 多 い 他 年齢 こ

洲本市 住 続 い 最 多

年齢 あ 住 続 い方

割合 多 い  

 

 

 

 

問 引 越しす 理由 引 越す予定 あ 引 越し い方限定  ＭＡ  

○ 生活 不便 買物・交通等 45.4％ 最 多 次い 仕事 関係

27.7％ い  

●年齢別 “20 歳未満” 専門学校 大学 い “20～29 歳” 仕事 関係

30 歳以上 生活 不便 買物・交通等 最 多 い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

洲本市 暮

続

い

52.6%

市外 転居

予定

あ

6.8% 転居 予定

い 、

市外 転居

い

14.0%

わ い

21.7%

無回答

4.9%

洲本市 居住意向

ｎ＝677

45.4

21.3

23.4

22.0

27.7

0.7

3.5

7.1

13.5

15.6

19.1

1.4

0 10 20 30 40 50

生活 便(買物 交通 )

子 保育 教育環境 い

活気 い

働 場所 い

関

宅 得 困

家賃 高い

一 暮 い

地域 あい わ わ い

専門学校 大学 い

そ

無回答

％

転出理由

ｎ＝141
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問 洲本市 魅力 ＭＡ  

○ 公園や自然環境 37.5％ 最 多 次い 人柄 人情 地域 強い コミ

ュニテ 25.4％ い  

●年齢別 70 歳以上 人柄 人情 地域 強い コミュニテ

他 年齢 公園や自然環境 最 多 い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 住 さ  ＭＡ  

○ 買物 便利 い 57.9％ 最 多 次い 治安 い 52.0％ 医療・福祉施

設 整 い 49.6％ い  

●性別 “男性” 買物 便利 い 治安 い “女性” 買物 便利

い 最 多 い  

●年齢別 “20 歳未満” 治安 い “70 歳以上” 自然環境 恵 い 人

柄 人情 地域 強い コミュニテ 治安 い 他 年齢 買物

便利 い 最 多 い  

 

 

 

 

 

 

 

  

37.5

7.7

13.1

5.6

3.1

10.8

25.4

5.3

4.6

23.9

6.1

0 10 20 30 40

公園や自然環境

路 公共交通機関

職場 近い 多い

防犯 防災体制

教育 保育

療 福祉

人柄 人情 地域 強い コ ュ

わい

そ

わ い 特 い

無回答

％

洲本市 魅力

ｎ＝677

48.7

40.5

46.7

18.0

46.7

18.2

49.6

38.8

57.9

29.0

33.8

26.0

27.3

9.9

40.3

52.0

2.2

5.6

0 20 40 60 80

自然環境 恵 い

働 場所 あ

居 環境 い

宅 情 い

交通 情 い

娯楽や文化施設 恵 い

療 福祉施設 整 い

子 保育 教育 や い

買物 便利 い

物価 い

静 生活

人情 厚 思いや 持 人 多い

人柄 人情 地域 強い コ ュ

新 い情報 得や い

気候 災害 少 い

治 い

そ

無回答
％

ｎ＝677
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問 洲本市 人口推計結果 認知度 ＳＡ  

○ 知 い 58.9％ 最 多 次い 聞い

こ あ 24.7％ 知 い 15.7％

い  

●性別 “男性” 年齢別 50 歳以上 約 割 性別

“女性” 年齢別 30～49 歳 約 割 年齢別

“20歳未満” “20～29歳” 1割未満 方 知

い 回答 い  

 

 

 

 

人口減少社会  

問 洲本市 人口減少 い  ＳＡ  

○ 人口減少 や 得 い 減少 歯止

39.1％ 最 多 い  

●性別 年齢別 人口減少 や 得 い

減少 歯止 最 多

い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

人口減少 望

、現在

人口 増

加 う

23.5%

人口減少 望

、現在

同程度 人口

維持

22.4%

人口減少 や

得 い 、

減少 歯

39.1%

人口減少 や

得 い

13.8%

そ

1.2%

洲本市 人口減少 い

ｎ＝677

知 い

15.7%

聞い

あ

24.7%

知 い

58.9%

無回答

0.7%

洲本市 人口推計結果 認知度

ｎ＝677
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問 人口減少社会 影響 大 い 思うこ  ＭＡ  

○ 年金 減額 社会保険料や医療費 増額 社会保障 係 個人 負 増 71.3％ 最

多 次い 地域 支え い手 不足や地域活力 低下 60.0％ 国や地方 税収

減少 伴う行政サービス 低下 54.7％ い  

●年齢別 “40～

49 歳” 国や地方 税

収減少 伴う行政サービ

ス 低下 他 年齢

年金 減額 社会保険

料や医療費 増額

社会保障 係 個人 負

増 最 多

い  

 

 

 

 

 

問 人口減少を克服す 最 視す 市 取 組 こ  ＳＡ  

○ 産業 振興 雇用 拡大 経済 活性化 取組 34.1％ 最 多 次い

子育 支援や生活 就業 ランス 充実 こ 結婚・出産・子育 希望

え 取組 28.1％ い  

●性別 “女性” 年齢別 “20 歳未満” “30～39 歳” 子育 支援や生活 就業 ランス 充

実 こ 結婚・出産・子育 希望 え 取組 最 多 い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34.1

8.1

28.1

8.6

5.0

1.5

14.6

0 10 20 30 40

産業 振興 用 拡大 経済 活性化

組

移 進や定 Ｕタ ン 推進 組

子育 支援や生活 就業 ン 充実 こ

結婚 出産 子育 希望 え 組

農山 魅力 や福祉 充実 人 減少社会

心 暮 地域 組

観 史 文化 い 地域資源 活用や人や物 交

流 拡大 地域 活性化や わい 創出 組

そ

無回答

％

活力あ 社会 要 取組

ｎ＝677

54.7

71.3

60.0

43.9

53.3

43.7

22.2

12.9

1.2

1.3

1.0

0 20 40 60 80

国や地方 税収減少 伴う行政

金 減 社会保険料や 療費 増

社会保障 個人 負担増

地域 支え 担い手 足や地域活力

過疎化 進行 土地 荒廃

労働力人 減少 地域産業 衰

人 減少 消費減

商店街 わい 喪失

地域 伝統や文化 喪失

文化 娯楽 余暇 楽 機会 減少

そ ほ 影響 い

そ

無回答

％

人口減少社会 影響 大 い 思う

ｎ＝677
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結婚 い  

問 配偶状況 ＳＡ  

○ 既婚 事実婚 含 過半数 61.4％ い  

●年齢別 “20歳未満” 4.7％ “20～29歳” 17.5％

30 歳以上 ７割以上 既婚 事実婚 含 い

 

 

 

 

 

問 結婚し い い理由 現在独身 方限定  ＭＡ  

○ 若 27.5％

最 多 次い 結

婚 い 思え 相手

い い 24.6％

い  

●性別 年齢別 50 歳未満

理由 下表

 

 
第  第  第  

男性 若  家族 養うほ 収入 い 結婚 い 思え 相手 い い 

女性 
若  

結婚 い 思え 相手 い い 
出会う機会 い 学業 打 込 い 

20 未満 若  学業 打 込 い 結婚 い 思え 相手 い い 

20～29  
若  

結婚 い 思え 相手 い い 
出会う機会 い 家族 養うほ 収入 い 

30～39  結婚 い 思え 相手 い い 出会う機会 い 家族 養うほ 収入 い 

40～49  出会う機会 い 結婚 い 思え 相手 い い 精 的 自 い  

 

 

 

 

  

独身 未

婚

31.0%

独身 婚姻

あ

5.0%

既婚 事実

婚 含

61.4%

無回答

2.5%

配偶状況

ｎ＝677

24.6

16.8

13.5

7.4

9.4

17.6

7.4

27.5

22.5

7.0

2.5

6.1

5.7

11.5

7.4

2.0

0 5 10 15 20 25 30

結婚 い 思え 相手 い い

家族 養うほ 収入 い

精 的 自 い

経済的 自

異性 う 付 合え い

学業 打 込 い

結婚資金 足 い

若

出会う機会 い

結婚 意味 見出 い

家族 介護 護 行う必要 あ

婚

死

理 特 い

そ

無回答

％

結婚 い い理由

ｎ＝244
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問 結婚 関す 希望 現在独身 方限定  ＳＡ  

○ 結婚 予定 い 結婚 い

50.0％ 最 多 い  

●年齢別 50 歳未満 年齢 あ

結婚 予定 い 結婚

い 方 割合 低 特 希望 い

方 割合 高 傾向 あ  

 

 

 

 

 

 

問 結婚前 住 い 現在既婚 方限定  ＳＡ  

○ 市内 51.7％ 市外 45.9％ い  

●性別 “男性” 年齢別 “20 歳未満” 50 歳以上 市

内 性別 “女性” 年齢別 20～49 歳 市外

多 い  

 

 

 

 

 

問 洲本市 引 越し 理由 

現在既婚 方 結婚前 市外 在住し い 方限定  ＳＡ  

○ 配偶者 洲本市 住 い 52.4％ 過半

数 い  

●性別 配偶者 洲本市 住 い

“男性” 30.9％ “女性” 62.9％ い  

 

 

 

 

 

 

 

  

後

独身 い

い

4.1%

結婚 予定

あ

7.0%

結婚 予定

い 、

結婚 い

50.0%
年齢的

高齢

結婚 予

定 い

7.4%

特 希望

い

23.0%

そ

1.6%

無回答

7.0%

結婚 関 希望

ｎ＝244

市内

51.7%

市外

45.9%

無回答

2.4%

結婚前 住 い

ｎ＝416

配偶者 洲

本市 住

い

52.4%
転勤 就業

20.4%

そ

24.1%

無回答

3.1%

洲本市 引 越 理由

ｎ＝191
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問 行政 点的 取 組 思う結婚支援策 ＭＡ  

○ 安定 雇用 支援 74.4％ 最 多 次い 若い夫婦 住 い 支援 42.8％

い  

●年齢別 年齢

安定 雇用 支援 最

多 次い 若い夫婦

住 い 支援 い

番目 多 い 施策

20 歳未満～39 歳 結婚

祝い金 経済的支援

40～69 歳 婚活 ベント

出会い 場 提供

70 歳以上 結婚相談窓口 仲

立 い  

 

出産 育児 い  

問 ～問 子 数 ＳＡ  

○20歳未満 49歳 現在

子 数 0 人

52.5％ 最 多 い

 

○同 20 歳未満 49 歳

予定子 数 人

33.4％ 理想子 数

人 51.3％ 最 多

い  

●現在 子 数 年齢別

“40～49 歳”

人 20 歳未満～39 歳 0

人 最 多 い  

●予定 子 数 年齢別 20 歳未満～29 歳 0 人 30～49 歳 人 最

多 い  

●理想 子 数 年齢別 20 歳未満～49 歳 年齢 人 最 多

い  

  

74.4

42.8

28.7

24.1

11.5

3.1

5.8

5.5

2.8

4.4

0 20 40 60 80

定 用 支援

若い夫婦へ い 支援

結婚 い金 経済的支援

婚活 ベン 出会い 場 提供

結婚相談窓 仲立

若い世 へ 結婚 関 講習会

結婚 推奨 う Ｐ

行政 組 必要 い

そ

無回答

％

点的 取 組 結婚支援策

ｎ＝677

52.5

14.3

19.1

10.8

0.5

0.5

2.3

33.4 

9.8 

31.4 

16.8 

1.0 

1.5 

6.0 

3.3 

4.8 

51.3 

29.1 

2.5 

2.0 

7.0 

0 10 20 30 40 50 60

人

人

人

人

人

人

無回答

％

子 数

現在

予定

理想

ｎ＝398
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問 理想 子 数を持 問題点 ＭＡ  

○20 歳未満 49 歳 理想 子 数 持 問題点 子育 や教育 金

60.6％ 最 多 次い 子 預 施設 整 い い 21.1％ 育

児・出産 心理的・ 体的 負 18.3％ い  

●20 歳未満～49 歳 年齢 子育 や教育 金 最 多 い

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 出産 育児 関す サ ビス 洲本市 最 力を入 思うこ  ＭＡ  

○ 幼稚園・保育所 施設 拡充 46.4％ 最 多 次い 各種 助成

金銭的 サポートや現物給付 41.2％ 子 預 サービス時間 延長 40.0％

い  

●年齢別 20

～39 歳 各種 助

成 金

銭的 サポートや現

物給付 他 年齢

幼稚園・保育所

施設 拡充

最 多 い

 

  

22.5

18.3

21.7

46.4

40.0

37.2

22.9

41.2

25.1

10.0

4.3

3.7

12.1

0 10 20 30 40 50

妊婦 健康診査 対 支援

妊婦 産前産後 相談

乳幼児 保健指 健康管理 対 支援

幼稚園 保育所 施設 拡充

子 預 時間 延長

子 預 施設 教育 保育 質 向

子育 関 施設 情報提供 充実

各種 助成 金銭的 や現物給付

子育 関 母子 保健 療体制 充実

子育 関 講 ベン 講演会 実施

そ

行政 行う こ 増や 必要 い

無回答

％

点的 取 組 出産 育児サ

ｎ＝677

60.6

13.3

15.8

14.3

9.3

21.1

5.5

18.3

17.8

5.0

6.5

7.5

2.8

8.3

0 20 40 60 80

子育 や教育 金

家 い

自分 差 支え

子育 手助 人 い い

配偶者 家業 育児へ 協力 見込 い

子 預 施設 整 い い

妊娠 出産 子育 関 情報 足

育児 出産 心理的 肉体的 負担

齢的 問

ほ い い

特 問 い

わ い

そ

無回答

％

理想 子 数 持 問題点

ｎ＝398
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働 い  

問 就業地 ＳＡ  

○ 市内 43.3％ 最 多 次い 働い い い

36.6％ 市外 17.4％ 順 い  

● 働い い い 方 う 20 歳未満 60 歳以上 合

計割合 過半数 い  

● 働い い い 方 除 性別 年齢別 市

内 働い い 方 多 い 20～49 歳

市外 働い い 方 割程度い  

 

 

 

問 1 働い い い理由 現在働い い い方限定  ＭＡ  

○ 退職 年金 生

活 い 31.0％

最 多 次い 学生

27.4％ い

 

●性別 “女性”

親や子 介護 子

育 中 “男性” 比

多 い  

 

 

問 現在 仕事 満足度 現在働い い 方限定  ＳＡ  

○ 満足 い 26.0％ あ あ満足 い

42.3％ 合わ 68.3％ 方 満足

あ 満足 い い 19.2％ 不満 あ

8.3％ 合わ 27.5％ 方 不満

い  

●年齢別 年齢 満足 多

い 20～59 歳 不満 感 い

方 割程度い  

 

  

3.6

6.9

7.7

16.5

27.4

31.0

10.5

3.2

0 10 20 30 40

働 い

探 い い

病気療養中

親や子 介護 子育 中

学生

職 金 生活 い

そ

無回答

％

働い い い理由

ｎ＝248

満足

い

26.0%

あ あ満足

い

42.3%

あ 満足

い い

19.2%

不満 あ

8.3%

無回答

4.1%

現在 事 満足度

ｎ＝411

働い

い い

36.6%

市内

43.3%

市外

17.4%

無回答

2.7%

就業地

ｎ＝677
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問 現在 職場 改善し ほしい点 現在働い い 方限定  ＭＡ  

○ 給与 49.4％ 最

多 次い 労働時

間 22.6％ 休

日数 有給休暇 取得

22.1％

い  

●年齢別 “20～

29 歳” 法令順守

ワ ラ・セク ラ

他 比 多

い  

●男女別 給与 “男性” 54.7％  

 “女性” 44.5％ “男性” 10％高 い  

 “男性”“女性” 休 日数 有給休暇 取得  

労働時間 20％ 超え い  

 

 

問 市外 就業地 現在市外 働い い 方限定  ＳＡ  

○ 南あわ 市 55.1％ 最 多 次い 淡

路市 22.0％ 神戸市 11.0％

い  

●年齢別 20 歳以上 南あわ 市

過半数 い  

 

  

49.4

22.1

22.6

3.9

16.5

14.6

14.6

4.4

5.1

7.5

16.3

0 10 20 30 40 50 60

給

休 日数 給休暇 得

労働時間

通勤時間

職場 人間関

内容 や い

福利 厚生

介護 育児休暇制

法 順 ワ ク

そ

無回答

％

現在 職場 改善 ほ い点

ｎ＝411

南あわ 市

55.1%
淡路市

22.0%

神戸市

11.0%

明石市

0.0%

そ

兵庫県内

3.4%

そ

兵庫県外

7.6%

無回答

0.8%

市外 就業地

ｎ＝118
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問 現在 洲本市内 住 い 理由 現在市外 働い い 方限定  ＭＡ  

○ 現在 職場 働 前 住 い 53.4％ 最 多 次い 家族 市内 住

い 通勤・通学 い 39.8％ 生活環境 い 11.0％

い  

●年齢別 20～39 歳 家族 市内 住 い 通勤・通学 い 他

年齢 現在 職場 働 前 住 い 最 多 い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 就職 転職希望 ＳＡ  

○ 就職・転職 希望 い 57.6％ 最 多

次い 市内 就職・転職 い 18.2％ 市

外 就職・転職 い 10.5％ い  

● 就職・転職 希望 い 含 年齢別

“20 歳未満” “20～29 歳” 市外 就職・

転職 い 多 い  

 

 

 

  

53.4

39.8

4.2

5.1

11.0

2.5

5.9

5.9

4.2

0 10 20 30 40 50 60

現在 職場 働 前 い

家族 内 い

通勤 通学 い

人間関 い い

職場 近い 交通 便 い

生活環境 い

療 福祉 い

家賃 生活費 い

そ

無回答

％

現在、洲本市内 住 い 理由

ｎ＝118

就職 転職

希望 い

57.6%
市内 就職

転職 い

18.2%

市外 就職

転職 い

10.5%

無回答

13.7%

就職 転職希望

ｎ＝677
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問 就職 転職し い分 就職 転職し い方限定  ＳＡ  

○ 商業・サービス業 37.1％ 最 多

次い そ 他 27.3％ 行政関係 役

所 14.9％ い  

○そ 他 記述 “医療・福祉関係” “教

育関係” “わ い 決 い い”

記述 多  

●年齢別 “20 歳未満” “30～39

歳” そ 他 “60～69 歳” 行政関

係 役所 他 年齢 商業・サ

ービス業 最 多 い  

 

 

問 地域経済 活性化 力を入 取組 ＭＡ  

○ 子育 仕事 両立 環境 56.9％ 最 多 次い 企業誘致 起業 や

い環境 整備 新規産業 創出 49.6％ い  

●性別 “男性” 年齢別 50 歳以上 企業誘致 起業 や い環境 整備 新規産

業 創出 性別 “女性” 年齢別 20 歳未満～49 歳 子育 仕事 両立 環境

最 多 い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

49.6

19.6

25.6

14.5

56.9

25.1

22.5

12.7

32.1

2.4

8.0

0 10 20 30 40 50 60

企業誘致 起業 や い環境 整備 新規産業

創出

生産性向 や商圏拡大 支援 商工業 振興

次産業化 ン 化 農林水産業 振興

女性管理職 用拡大や職域拡大 女性 活躍 進

子育 両立 環境

自然 本 素 生 観 産業 振興

学校 企業 連携 教育 推進 若者

人 育成

産業振興 路 整備 び ンタ ネ

環境 社会基 整備

老人 暮 や い環境 充実

そ

無回答

％

地域経済 活性化 力 入 取組

ｎ＝677

農林業 畜産業

3.1%

水産業

1.0%
工業

8.8%

商業

サ 業

37.1%

行政関

(役所

14.9%

自由業

(芸能 ポ

弁護士 )

5.2%

そ

27.3%

無回答

2.6%

就職 転職 い分

ｎ＝194
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後 進学や就職 い 学生限定  

問 通学先 ＳＡ  

〇 そ 他兵庫県外 41.7％ 最 多 次い そ 他兵庫県内 16.7％ 神戸市

15.3％ い  

○ そ 他兵庫県外 そ 他兵庫県内 内訳 下表  

● そ 他兵庫県外 回答 方 性別 “男性” 56.3％ “女性” 30.0％ 年齢

別 20 歳未満～29 歳 割以上 い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 今後 進学や就職 ＳＡ  

〇 市 出 進学・就職 い 40.3％ 最 多

次い 市内 住 進学・就職 い

19.4％ い  

●性別 年齢別 市 出 進学・就職 い

最 多 い 年齢別 “20 歳未満”

わ い “20～29 歳” 市内 住

進学・就職 い 割程度い  

 

  

市内

13.9%

南あわ 市

0.0%

淡路市

11.1%

神戸市

15.3%

明石市

0.0%

そ

兵庫県内

16.7%

そ

兵庫県外

41.7%

無回答

1.4%

通学

ｎ＝72

 7.その他　兵庫県外 件　数

大阪府 10

京都府 6

徳島県 4

岡山県 3

京都市 1

高知県 1

三重県 1

滋賀県 1

東京都 1

奈良県 1

無回答 1

合　計 30

 6.その他　兵庫県内 件　数

神戸市 4

西宮市 2

尼崎市 2

三田市 1

赤穂市 1

宝塚市 1

豊岡市 1

合　計 12

市内

住

進学 就職

い

19.4%

市 出

進学 就職

い

40.3%

わ い

31.9%

無回答

8.3%

後 進学 就職

ｎ＝72
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問 市内 進学 就職し い理由 市内 住 進学 就職し い方限定  ＭＡ  

〇 自然環境 豊 暮 や い 50.0％ 最 多 次い 通学・通勤 可能

学校・職場 あ 家族や友人 離 い 35.7％ い  

●性別 “男性” 通学・通勤 可能 学校・職場 あ 自然環境 豊 暮

や い 都会 生活 魅力 感 い 37.5％ “女性” 自然

環境 豊 暮 や い 66.7％ 最 多 い  

●年齢別 “20 歳未満” 自然環境 豊 暮 や い 都会 生活

魅力 感 い い 33.3％ “20～29 歳” 自然環境 豊 暮 や い

家族や友人 離 い い 62.5％ 最 多 い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 市外 こ 出 予定 出 い 市を出 進学 就職し い方限定  ＳＡ  

〇 神戸市 48.3％ 最 多 次い そ 他兵庫県外 34.5％ そ 他兵庫県内

13.8％ い  

○ そ 他兵庫県外 内訳 大阪府 件 東京都

件 徳島県 件 い  

○ そ 他兵庫県内 内訳 尼崎市 件 西宮市

1 件 い  

●性別 “男性” 神戸市 そ 他兵庫

県外 い 46.2％ “女性” 神戸市

50.0％ 最 多 い  

●年齢別 “20 歳未満” そ 他兵庫県外

47.4％ “20～29 歳” 神戸市 66.7％

“30～39 歳” そ 他兵庫県内 100.0％ 最

多 い  

  

35.7

7.1

7.1

50.0

35.7

28.6

14.3

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60

通学 通勤 能 学校 職場 あ

家業 継

家庭 情

自然環境 豊 暮 や い

家族や 人 い

都会 生活 魅力 感 い

特 理 い

そ

無回答

％

市内 進学 就職 い理由

ｎ＝14

南あわ 市

0.0%
淡路市

0.0%

神戸市

48.3%

明石市

0.0%

そ

兵庫県内

13.8%

そ

兵庫県外

34.5%

無回答

3.4%

市外 出 予定 出 い

ｎ＝29
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問 市外 進学 就職し い理由 市を出 進学 就職し い方限定  ＭＡ  

〇 洲本市 い 就職 受 入 先 少 い 自立 い 48.3％ 最 多

い  

●性別 年齢別

洲本市

い 就職

受 入 先

少 い

自立 い

4 割以

上 い

 

 

問 将来的 市外 進学 就職し 後 洲本市 戻 く  

市を出 進学 就職し い方限定  ＳＡ  

〇 い 洲本市以外 働 一定 時期 例え 定年 戻 戻 い 37.9％

最 多 次い 戻 気 い 17.2％ い  

● 卒業後 戻 戻 い 洲本市以外 数年間働 働 場 あ 戻

戻 い い 洲本市以外 働 一定 時期 例え 定年 戻 戻

い 合わ 過半数 戻 い 回答 い  

●性別 “女性” 卒業後 戻 い 洲本市以外 数年間働 働 場 あ

戻 戻 い い 洲本市以外 働 一定 時期 例え 定年 戻

戻 い 合わ 戻 い 割合 戻 い 生活 場 不便

戻 い 戻 い予定 戻 気 い 合わ 戻 い 割合 同

43.8％

い  

●“男性” 20

歳未満～39

歳 戻

い 過半数

い

 

 

 

 

  

48.3

17.2

20.7

3.4

48.3

6.9

10.3

0.0

0 10 20 30 40 50 60

洲本 い 就職 入 少 い

家族や故郷 やわ わ い

都会 生活 あこ い

洲本 い 将来 結婚 思う

自立 い

特 理 い

そ

無回答

％

市外 進学 就職 い理由

ｎ＝29

3.4

13.8

37.9

0.0

10.3

17.2

10.3

6.9

0 10 20 30 40

卒業後 戻 戻 い

洲本 外 数 間働 働 場 あ ば 戻

戻 い

い 洲本 外 働 一定 時期 例えば定

戻 戻 い

戻 い 働 場 限 戻 い 戻 い予

定

戻 い 生活 場 便 戻 い

戻 い予定

戻 気 い

わ い

無回答

％

市外 進学 就職 後、洲本市 戻

ｎ＝29

戻 い  

戻 い  
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問 こ く 対す 自由意見 

〇分野別 主 意見 複数意見 次 通  

市 ョン Ｐ 活動  

洲本市 外 向 Ｐ い  

情報発信 不足 い  

企業誘致  

働 場所 増加 確保 望 期待 大 い  

環境面 配慮 事業者 誘致 理想 例：精密機器 カ  

起業 創業支援  

若者や女性 起業 支援 現状 少 い  

歩  

観 野 力 入 い  

あ 地域資源 効活用  

ト 歩 う イ ント 増や ほ い 

情緒あ 雰 気 残 新 い要素 取 入 ほ い 

空 家 改修 活用  

増加 い 空 家 改修 効 活用 ほ い 田舎暮 推 都市部

向 Ｐ う  

空 家 活用 新規 ネ 始 う 促 い  

自然 環境  

自然環境 いい 次世代 残 い い  

海 山 川 Ｐ い  

保育料 税金  

保育料 高い 感 い 保育料 無料化 料金化 実現 ほ い 

税金 高い 感 い 福祉や子育 支援 使 ほ い 

行財政改革  

人口減少社会 到来 合わ 老朽化 公共施設 見直 や統廃合 必要 い  

市職員 多 削減  

社会基盤整備  

痛 い 狭隘 道路 補修 整備 必要 

自転車専用 ン 設置や歩道 拡幅 望  

淡路島 車社会 あ 前 多 無料駐車 確保 願い い 
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公園整備  

大型 遊び場 ほ い そう 人 人 出会う機会 増え  

子 び び 過 公園 作 ほ い 遊ぶ場所 少 い  

公共交通  

バ 便数 増や ほ い 

観 面 バ 利用 検討 い  

高 道路 料金値  

高 道路 架橋 通行料 値 う 働 あ  

港 活用 活性化  

周 海 港 活用 い  

和歌山方面 ア 強化 望  

安全 安心  

海ト 巨大地震 備え 災害対策 必要 

や い  

寄 限 誰 や い ほ い 

移 者 配慮 現在 い 人 続 環境

必要 い  

島内 市  

早 市 間 合併協議 島内 市 ほ い


